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をご存じですか？ をお持ちですか？『お薬手帳』 『お薬手帳』
を活用しましょう！『お薬手帳』

は、あなたが今まで服用したり、使ったりしたお薬の名前やのむ量、そして｢お薬手帳｣
過去に経験した副作用などを継続的に記録するための手帳です。

はあなたのかかりつけ薬局でもらうことができます。使い方がよくわからな｢お薬手帳｣
い時には遠慮なく薬剤師に相談しましょう。

て何？『お薬手帳』メリットっ

１．副作用予防
同じくすりで起きるアレルギー、２度目は１度目より強くでると言われ
ています。副作用の出た薬の名前を記録しておいて、医療機関にかかる
時には必ず伝えるようにしましょう。

２．飲み合わせチェック
形や名前が違っても、同じ効果の薬はたくさんあります。お薬同士が、
相手の薬の効き方を変えたりします。貼り薬や目薬でもあります。専門家による、飲み合わ
せチェックを受けましょう。

３．旅行に行く時
薬の名前は全国共通。旅行先にいつもの薬を持っていくのを忘れた時でも、 お薬手帳を見せ
れば大丈夫。いつもと同じ薬を処方してもらえます。

４．災害時
阪神淡路大震災の時には、この記録が大変役に立ちました。保険証と一緒にいつも持ち出せ
るようにしておくと、災害時手帳に記録されている薬の情報を元に、必要な薬を正確に処方
してもらうことが出来ます。

『お薬手帳』に書いていただきたい基本情報
● 住所・氏名・生年月日 ● 血液型・アレルギ－・副作用 ● 常備薬や健康食品
『お薬手帳』は、処方せんの内容・医療機関名・処方日などについては、薬局で記載します。
しかし 『お薬手帳』をもっと有効に活用していただくためには、薬剤師が記載するだけで、
なく、患者さんご自身に書き込んでいただくことにより様々な情報が共有でき、治療や副作
用防止に大変役立ちます。自分流に工夫しながら使い方は、自由です！
お薬についてわからないこと、困っていること、お医者さんや歯医者さんに聞いておきたい
ことなど何でも記入しましょう。

～ ～～ ～サプリメントアドバイスサプリメントアドバイス ～～今回はビタミンＢ２

ビタミンB2は、健康を維持するのに欠かせないビタミンです。ビタミンB1と同じよ
うに、体内貯蔵が少ないビタミンなので不足しやすくなります。不足すると口内炎や、
口唇炎が起こりやすくなります。牛乳や、卵白、ほうれん草、青魚に多く含まれてい
ます。ビタミンB1と同じように過剰症の心配のないビタミンです。




